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第 42 回

in つつじが岡公園
　11月18日に第42回館林市産業祭が、今年から場所を変更し、
つつじが岡公園で開催されました。会場も広がり開放感ある
青空の下、商工・農業物産ブースには、地元の人気店や交流
都市などのさまざまな店舗が立ち並びました。木工広場やは
たらくくるまの展示・体験コーナーといった子どもたちが楽
しめるイベントも大盛況。多くの家族連れでにぎわい、笑顔
あふれる一日となりました。

　今年から会場がつつじが岡公園になり、来場者
は緑豊かな園内で、食事をしたり、展示物を見学
したり、思い思いの時間を過ごしていました。

　商工・物産ブースでは、地元のグル
メや物産が集結。多くの来場者が館林
の魅力を味わいました。

　ものづくりブースでは、三笠産業㈱
館林工場と館林金属団地協同組合によ
る機械の体験ができました。

　ＪＡ邑楽館林などによる農産物の販
売が行われ、会場は多くの来場者でに
ぎわいました。

　はたらくくるまの展示コーナーでは、
子どもたちが農耕車などに乗って写真
撮影を行っていました。

　交流都市ＰＲコーナーでは、ふ
だんと違った全国各地の魅力を楽
しむことができました。

回

　交流都市ＰＲコーナーでは、ふ
だんと違った全国各地の魅力を楽
しむことができました。

　ＪＡ邑楽館林などによる農産物の販
売が行われ、会場は多くの来場者でに

撮影を行っていました。

地域の
味覚を

いただ
きます

♪

電動バスが

　通りま～す !

大
き
な
木
の
ト
ン
ネ
ル
に

ビ
ッ
ク
リ

工工

商商商商商商

農農

コミクルフェスタ開催！
　11月６日、コミクルフェスタが、つつじが岡公園内、SUGAR HILL CAFE の
屋根付きテラスで開催されました。
　テラスでは、耳つぼジュエリーやエプロン、手づくり小物、そして無農薬野菜、
自然栽培の豆類や薬草などが販売。室内ではヨガやベビーマッサージ、ストレッ
チなどが行われました。また、親子で楽しめる外遊びやキッズチアの体験、ラン
チタイムには、フラダンスのショーが開催されました。　
　コミクルフェスタ主催者の石

いし

川
かわ

京
きょう

子
こ

さん、飯
いい

塚
づか

裕
ゆたか

さんは「６月に好評だったた
め、今回もつつじが岡公園での開催になりました。参加者はヨガやベビーマッサー
ジなどで安らぎを、子どもたちは外遊びなどで生き生きとした笑顔を見せていま
した。フラダンスショーでは、雨天の寒さを忘れさせるくらい一気に南国ムード
が漂い、観客のかたはゆったりとした癒しの空間に包まれていました。今後も、
子育て世代の活躍と癒しの場、子どもたちの遊びの場、そして地域の方々との交
流の場として、コミクルを継続していきたい」と語っていました。

子育て世代が輝く交流の場所

　鷹
たか

匠
じょう

町
まち

長屋門とその周辺で、11月18日、

手
て

業
しごと

市
いち

が行われました。これは群馬県近隣

で、革細工、木工、アクセサリーづくりな

どに取り組むかたがたの作品市として開催

しており、今回で12回目。来場者はズラリ

と並んだ、個性豊かな作品を実際に手に取

って作家との交流を楽しんだり、ピザなど

の出店で食事をとったりするなど、秋の一

日を満喫していました。主催者の長
は

谷
せ

川
がわ

秀
ひで

輝
き

さんは「手業市をきっかけに、まちなか

がにぎわい、通りにお店を出す人が生まれ

たら、うれしいですね」と話してくれました。

手 業 市

次回は４月14日㈰に開催予定。出展者
も募集中。詳細は鷹匠町長屋門の手業
市実行委員会：☎ 0276-55-4259 へ

◀

広報館林3



市役所からのお知らせ

　
本
市
と
板
倉
町
の
合
併
に
関
す
る
協

議
を
行
う
た
め
、
第
14
回
合
併
協
議
会

を
開
催
し
ま
す
。

　
傍
聴
を
希
望
す
る
か
た
は
、
直
接
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
会
議
資
料
は
、
事
前
に
合
併
協
議
会

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す

と
き

　12
月
21
日
㈮
　
午
後
２
時
〜

と
こ
ろ
　
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

　
固
定
資
産
税
は
土
地
や
家
屋
だ
け
で

な
く
、
事
業
用
で
所
有
し
て
い
る
構
築

物
、
機
械
・
装
置
、
工
具
・
器
具
・
備

品
な
ど
の
償
却
資
産
に
も
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
市
内
に
償
却
資
産
を
所
有
す
る
か
た

に
は
、
12
月
中
に
申
告
書
類
一
式
を
発

送
し
ま
す
の
で
、
平
成
31
年
１
月
１
日

現
在
の
資
産
の
状
況
な
ど
、
必
要
事
項

を
記
入
し
て
、
期
限
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
告
書
類
が
届
か
な
い
場

合
で
も
、
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
れ

ば
申
告
が
必
要
で
す
。

※
ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た

　
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

　
認
く
だ
さ
い

問
合
せ

　
館
林
市
・
板
倉
町
合
併
協
議

会
事
務
局
（
内
線
５
１
１
）

提
出
期
限

　
平
成
31
年
１
月
31
日
㈭

提
出
先
・
問
合
せ

　
税
務
課
資
産
税
係

　（
内
線
６
０
９
）
へ

※
申
告
は
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
（http://w

　w
w

.eltax.jp/

）
で
も
可
能
で
す

館
林
市
・
板
倉
町
合
併
協
議
会
の
開
催

館
林
と
板
倉
の
未
来
に
つ
い
て
話
し
合
う

お知らせ

償
却
資
産
の
申
告
は
１
月
31
日
ま
で

期
限
ま
で
に
申
告
を
お
願
い
し
ま
す

お知らせ

42018．12．1

公
立
館
林
厚
生
病
院
の
職
員
を
募
集

地
域
の
患
者
さ
ん
の
た
め
に
働
き
ま
せ
ん
か

募　集
職
種･

人
員
　
言
語
聴
覚
士
・
１
人

応
募
資
格
　
日
本
国
籍
を
有
し
、
昭
和

63
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
言
語

聴
覚
士
の
資
格
を
有
す
る
又
は
資
格
取

得
見
込
み
の
か
た

試
験
内
容
　
筆
記
試
験
・
面
接
・
実
技

試
験
な
ど

※
試
験
日
程
に
つ
い
て
は
、
後
日
応
募

　
者
に
連
絡
し
ま
す

提
出
書
類
　
履
歴
書
（
公
立
館
林
厚
生

病
院
人
事
秘
書
課
及
び
同
院
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）、成
績
証
明
書
・
卒

業
見
込
証
明
書
（
学
生
の
み
）、返
信
用

封
筒
（
縦
長
の
定
型
封
筒
に
宛
先
を
明

記
し
82
円
切
手
を
貼
っ
た
も
の
）、応
募

職
種
免
許
証
の
写
し（
有
資
格
者
の
み
）

※
提
出
さ
れ
た
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん

申
込
み
・
問
合
せ
　

12
月
28
日
㈮
ま
で

に
提
出
書
類
を
郵
送
、
又
は
直
接
、
同

人
事
厚
生
係
（
〒
３
７
４ -

８
５
３
３

成
島
町
２
６
２-

1
 
℡
72

─

３
１
４

０
）
へ

　
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
年

齢
や
性
別
な
ど
に
関
係
な
く
、
日
常
生

活
を
送
る
上
で
の「
ち
ょ
っ
と
困
っ
た
」

を
助
け
合
う
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
の

住
民
同
士
が
顔
の
見
え
る
つ
な
が
り
を

持
つ
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。
住
民
が

互
い
に
支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り
に
は
、

皆
さ
ん
の
力
が
必
要
で
す
。
日
頃
か
ら

感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し

た
ア
イ
デ
ア
を
持
ち
寄
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
現
在
市
内
６
地
区
で
、
地
域
の
困
り

事
や
あ
っ
た
ら
い
い
な
と
思
う
こ
と
な

ど
を
話
し
合
う
場
（
協
議
体
）
が
で
き

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん

が
持
っ
て
い
る
地
域
情
報
を
共
有
し
な

が
ら
、
地
域
住
民
が
で
き
る
範
囲
で
、

ど
ん
な
活
動
が
で
き
る
か
を
具
体
的
に

話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
の
活
動
に
興
味
の
あ
る
か
た
は

ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
開
催
日
程
な
ど
は
広
報
紙
と
一
緒
に

　
配
布
す
る
各
公
民
館
だ
よ
り
を
確
認

　
く
だ
さ
い

問
合
せ
　
高
齢
者
支
援
課
地
域
包
括
ケ

ア
推
進
係
（
内
線
６
２
３
）

地
域
の
「
ち
ょ
っ
と
困
っ
た
を
話
す
場
」
を
開
催

地
域
で
支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り
に
む
け
て

お知らせ

10ｋＷ以上の太陽光発電
設備は償却資産の申告対
象です（写真：住宅の屋
根置き型太陽光パネル）

赤羽地区協議体「赤羽しあわせ
家族」の様子

　地球温暖化対策の枠組み「パ
リ協定」では、地球の平均気温
の上昇を産業革命前に比べて２
℃未満に抑えることを目標とし、
1. 5 ℃未満に抑えることを努力
目標として掲げています。
　最新の国連の報告では、すで
に気温は約１℃上昇しているも
のの、今後、積極的な対策を行
えば 1.5℃に抑えることは可能
とし、多くの気候変動の影響を
回避できるとしています。
　そのためには、物を大事に使
ったり、省エネに取り組んだり
するなど、私たち一人ひとりの
努力が必要です。
　かけがえのない地球です。少
しでも気温上昇を抑えられるよ
う、積極的に地球温暖化防止に
取り組みましょう。

平
成
30
年
度
環
境
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

優
秀
賞

Vol.62

■
暑
い
町

　リ
サ
イ
ク
ル
に
も

　熱
い
町
　
　
　

　
　
　
　
　
小こ

林ば
や
し

涼す
ず

葉は

さ
ん（
第
一
中
学
校
３
年
）

■
ち
ょ
っ
と
待
っ
て

　分
別
し
よ
う
よ

　捨
て
る

　と
き

　
　今い

ま

泉い
ず
み

郁ふ
み

哉や

さ
ん（
第
一
中
学
校
３
年
）

広報館林5

mini

12月は地球温暖化防止月間
省エネに取り組みましょう

●代表☎72 - 4111

募
集
枠
・
採
用
予
定
人
員

　①
事
務（
一

般
）、②
事
務（
地
方
創
生
）、③
事
務（
ス

ポ
ー
ツ
枠
）、④
技
術
員
（
土
木
・
建
築
・

電
気
）、
⑤
保
健
師
、
⑥
保
育
士
・
若
干
人

受
験
資
格

　①
〜
⑤
は
、
昭
和
54
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
元
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
か
た
、
⑥
は
昭
和
44
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
３
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
か
た
で
、
平
成
30
年
12
月

１
日
現
在
、
民
間
企
業
な
ど
で
の
職
務

経
験
が
５
年
以
上
あ
る
か
た
。
ま
た
、

保
健
師
と
保
育
士
に
つ
い
て
は
資
格
を

有
す
る
か
た

募
集
期
間

　12
月
７
日
㈮
か
ら
12
月
13

日
㈭
ま
で
（
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分
。
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

※
郵
送
の
場
合
は
、
郵
便
書
留
で
12
月

　
11
日
㈫
の
消
印
ま
で
有
効

第
一
次
試
験

　書
類
選
考

第
二
次
試
験

　同
31
年
１
月
12
日
㈯

■

筆
記
試
験
及
び
面
接
試
験

※
保
育
士
に
つ
い
て
は
筆
記
試
験
、
面

　
接
試
験
及
び
実
務
試
験
を
実
施
し
ま
す

※
第
三
次
試
験
の
日
程
は
、
第
二
次
試

　
験
合
格
者
に
後
日
通
知
し
ま
す

提
出
書
類

　申
込
書
（
人
事
課
人
事
係

及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）、

職
務
履
歴
書
、
ア
ピ
ー
ル
シ
ー
ト
、
返

信
用
定
形
封
筒
（
宛
先
が
明
記
さ
れ
、

82
円
切
手
を
貼
付
し
た
も
の
）

提
出
先
・
問
合
せ

　同
人
事
係
（
〒
３

７
４ -

８
５
０
１
　
市
役
所
内
　
内
線

３
２
１
）
へ

※
詳
し
く
は
同
人
事

　
係
で
配
布
す
る
試

　
験
案
内
、
又
は
市

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
ご
覧
く
だ
さ
い

平
成
31
年
度
採
用
の
市
職
員
を
募
集

あ
な
た
の
知
識
や
経
験
を
市
政
に
生
か
し
ま
せ
ん
か
？

採　用

　
平
成
31
年
４
月
に
高
等
学
校
、
高
等

専
門
学
校
、
専
修
学
校
、
又
は
大
学
（
短

期
大
学
を
含
む
）
へ
進
学
（
予
定
者
を

含
む
）・
在
学
す
る
か
た
に
、
奨
学
資
金

を
無
利
子
で
貸
与
し
ま
す
。

対
象
　
出
身
学
校
長
、
又
は
在
学
学
校

長
が
適
当
と
認
め
推
薦
さ
れ
、
次
の
全

て
に
該
当
す
る
か
た

■

市
内
に
１
年
以
上
在
住
し
て
い
る
世

　
帯
の
子

■

品
行
が
正
し
く
、
学
力
優
秀
で
あ
る

■

経
済
的
な
理
由
で
、
学
資
を
出
す
こ

　
と
が
困
難
な
世
帯
の
子

貸
与
額
（
月
額
）

■

高
等
学
校
、
専
修
学
校
高
等
課
程
　

　
９
０
０
０
円
以
内

■

高
等
専
門
学
校
　
１
万
７
５
０
０
円

　
以
内

■

大
学
、
専
修
学
校
専
門
課
程
　
３
万

　
９
９
０
０
円
以
内

貸
与
期
間
　
同
31
年
４
月
か
ら
正
規
の

修
業
期
間

返
済
方
法
　
卒
業
後
１
年
を
経
過
し
た

月
の
翌
月
か
ら
、
貸
与
年
数
の
２
倍
に

相
当
す
る
期
間
内

申
込
み
・
問
合
せ
　
同
31
年
１
月
４
日

㈮
か
ら
31
日
㈭
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
）
ま
で
に
、
申
請
書
（
教
育
総

務
課
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
書
類
を
添

え
て
同
総
括
係
（
内
線
２
１
８
）
へ

奨
学
資
金
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

高
校
や
大
学
な
ど
に
進
学
・
在
学
す
る
か
た
を
支
援

支　援
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係
（
同
セ
ン
タ
ー
内
　
℡
74

─

５

１
５
５
）
へ

　
介
護
福
祉
士
の
資
格
取
得
や
介

護
職
へ
の
再
就
職
に
必
要
な
資
金

を
無
利
子
で
貸
し
付
け
ま
す
。

介
護
福
祉
士
就
学
資
金
貸
付
事
業

対
象

　県
内
の
介
護
福
祉
士
養
成

施
設
に
在
学
中
の
か
た
、
又
は
県

内
在
住
で
県
外
の
介
護
福
祉
士
養

成
施
設
に
在
学
中
の
か
た

貸
付
額

　月
額
５
万
円
以
内

※
卒
業
し
資
格
取
得
後
１
年
以
内

　
に
県
内
で
介
護
な
ど
の
業
務
に

　
就
職
し
、
５
年
間
そ
の
業
務
に

　
従
事
し
た
場
合
は
、
申
請
に
よ

　
り
返
還
が
全
額
免
除
さ
れ
ま
す

再
就
職
準
備
金
貸
付
事
業

対
象

　次
の
全
て
に
該
当
す
る
か
た

■
県
内
の
高
齢
者
事
業
所
な
ど
に

　
再
就
職
を
希
望
し
、
県
福
祉
マ

　
ン
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
求

　
職
申
請
書
類
を
提
出
し
て
い
る

■
介
護
福
祉
士
な
ど
の
資
格
が
あ

　
り
、
１
年
以
上
の
業
務
経
験
が

　
あ
る

貸
付
額

　20
万
円
以
内

※
再
就
職
後
２
年
以
上
継
続
し
て

　
介
護
業
務
に
従
事
し
た
場
合
は
、

　
返
還
が
全
額
免
除
さ
れ
ま
す

共
通
事
項

申
込
み
・
問
合
せ
　
県
社
会
福
祉

協
議
会
（
℡
０
２
７

─

２
５
５

─

６
０
３
１
）

と
き
　
平
成
31
年
１
月
24
日
㈭
　

午
前
10
時
〜
正
午
　

と
こ
ろ
　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
（
邑

楽
郡
邑
楽
町
）

定
員
　
60
人
　（
先
着
順
）

テ
ー
マ
　
「
落
葉
期
に
や
っ
て
お

き
た
い
バ
ラ
の
剪せ

ん

定
と
肥
料
の
施

し
方
」

講
師
　
山や

ま

口ぐ
ち

俊し
ゅ
ん

輔す
け

さ
ん
（
一
級
造

園
技
能
士
）

参
加
費
　
無
料

申
込
み
・
問
合
せ
　
同
31
年
１
月

７
日
㈪
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
、

電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
（
℡
88

─

７

１
８
８
、
℡
89

─

０
７
８
２
）
へ

と
き
　
平
成
31
年
１
月
９
日
㈬
　

午
後
６
時
〜
８
時
（
予
定
）

と
こ
ろ
　
西
公
民
館

対
象
　
市
内
在
住
又
は
在
勤
の
か
た

定
員
　
16
人
（
先
着
順
）

内
容
　
旬
の
食
材
を
使
っ
た
、
ふ

だ
ん
か
ら
で
き
る
精
進
料
理
作
り

と
試
食

講
師
　
前ま

え

山や
ま

文ぶ
ん

伸し
ん

さ
ん
（
善
長
寺

副
住
職
）

参
加
費
　
５
０
０
円
（
材
料
費
）

持
参
す
る
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
調
理
用
手
拭
き
、
上
履
き
、

持
ち
帰
り
用
の
容
器

申
込
み
・
問
合
せ
　
12
月
５
日
㈬

の
午
前
９
時
か
ら
、
参
加
費
を
添

え
て
同
館
（
℡
75

─

３
７
３
９
）へ

※
開
催
日
直
前
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は

　
参
加
費
を
返
還
で
き
ま
せ
ん

講
座

教
室

 

・

講
座

教
室

 

・

介
護
の
資
格
取
得
・

再
就
職
を
支
援
し
ま
す

本
場
の
味
を
学
ぶ

精
進
料
理
教
室

こころのメンテナンス

　こころの病気を予防するため
にはストレスと上手に付き合う
ことが重要です。保健師による
講話でストレスを溜めない暮ら
しかたについて学び、こころを
元気に保ちませんか。
とき　平成31年１
月11日㈮　午後２
時～２時30分
ところ　保健セン
ター
定員　30人（先着順）
申込み・問合せ　12月11日㈫か
ら、健康推進課健康づくり係（同
センター内　℡74 - 5155）へ

●
文
化
施
設
休
館
の
お
知
ら
せ

文
化
会
館
及
び
三
の
丸
芸
術
ホ
ー
ル
は
12
月
17
日
㈪
に
保
守
点
検
の
た
め
休
館
し
ま
す
。
　
文
化
振
興
課
芸
術
文
化
係
（
文
化
会
館
内
　
☎
74-

４
１
１
１
）　

緑
化
講
座

と
き
　
平
成
31
年
１
月
19
日
㈯
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
　
３
・
４
歳
児
と
保
護
者

定
員
　
15
組
（
先
着
順
）

内
容
　
お
に
ぎ
り
や

簡
単
な
お
か
ず
作
り

参
加
費
　
５
０
０
円

　（
材
料
費
）

持
参
す
る
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角

巾
（
親
子
共
）、母
子
健
康
手
帳
、

子
ど
も
用
の
上
履
き

申
込
み
・
問
合
せ
　
12
月
10
日
㈪

か
ら
、
健
康
推
進
課
母
子
保
健
係

　（
同
セ
ン
タ
ー
内
　
℡
74

─

５
１

５
５
）
へ

　
医
師
に
よ
る
認
知
症
予
防
に
つ

い
て
の
講
話
で
、
今
か
ら
予
防
に

努
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き
　
平
成
31
年
１
月
15
日
㈫
　

午
後
２
時
〜
３
時

と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員

　20
人
程
度
（
先
着
順
）

講
師
　
加か

藤と
う

隆ゆ
た
か

さ
ん
（
つ
つ
じ
メ

ン
タ
ル
ホ
ス
ピ
タ
ル
医
師
）

申
込
み
・
問
合
せ
　
12
月
11
日
㈫

か
ら
、
健
康
推
進
課
健
康
づ
く
り

40
代
・
50
代
か
ら
の

認
知
症
予
防

３
・
４
歳
児
栄
養
教
室

講
座

教
室

 

・

保
健

福
祉

 

・

●代表☎72 - 4111
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元
気
な
子
ど
も
た
ち
に
囲
ま
れ

て
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

フ
ル
タ
イ
ム
保
育
士

勤
務
条
件
　
１
日
７
時
間
45
分
　

月
～
土
曜
日
の
午
前
７
時
～
午
後

６
時
の
間
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務

賃
金
（
日
額
）
　
８
８
０
０
円

短
時
間
保
育
士

勤
務
条
件
　
１
日
４
～
７
時
間
　

月
～
金
曜
日

賃
金
（
時
給
）
　
９
０
０
円

早
朝
・
遅
番
対
応
短
時
間
保
育
士

勤
務
条
件

▪
早
朝
　
午
前
７
時
～
11
時

▪
遅
番
　
午
後
３
時
～
７
時

※
い
ず
れ
も
月
～
金
曜
日

賃
金
（
時
給
）
　
１
０
３
０
円

共
通
事
項

募
集
人
数
　

10
人

応
募
資
格
　
保
育
士
資
格
が
あ
る

か
た
（
取
得
見
込
み
含
む
）

勤
務
地
　
市
内
の
各
公
立
保
育
園

休
日
　
日
曜
日
、
祝
日
及
び
年
末

年
始
（
12
月
29
日
～
１
月
３
日
）

※
有
給
休
暇
あ
り

福
利
厚
生
　
健
康
保
険
、
厚
生
年

金
、
労
災
保
険
、
雇
用
保
険
に
加
入

選
考
方
法
　
書
類
選
考
、
面
接

※
面
接
日
時
・
会
場
は
、
申
込
者

　
本
人
に
後
日
連
絡
し
ま
す

提
出
書
類
　
履
歴
書
、
保
育
士
証

又
は
保
育
士
資
格
取
得
見
込
み
証

明
書
、
卒
業
見
込
み
証
明
書

提
出
先
・
問
合
せ
　
提
出
書
類
を

直
接
、
又
は
郵
送
で
こ
ど
も
福
祉

課
保
育
係
（
〒
３
７
４

─

８
５
０

１
　
市
役
所
内
　
内
線
６
４
４
）へ

補
助
制
度

　潜
在
保
育
士
（
保
育
士
資
格
を

有
し
、
保
育
士
と
し
て
１
年
以
上

勤
務
し
て
い
な
い
か
た
）
が
、
市

内
の
保
育
園
に
再
就
職
す
る
場
合

に
利
用
で
き
る
補
助
制
度
が
あ
り

ま
す

▪
潜
在
保
育
士
が
保
育
士
と
し
て 

　
保
育
園
に
勤
務
す
る
こ
と
が
決

　
定
し
た
場
合
、
就
職
準
備
金
を

　
補
助
し
ま
す

▪
未
就
学
児
を
持
つ
潜
在
保
育
士

　
が
保
育
園
に
勤
務
す
る
場
合
は
、

　
保
育
料
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い

　　
本
市
で
は
、高
齢
者
福
祉
計
画
・

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
（
平

募
集

成
30
年
度
～
平
成
32
年
度
）
に
基

づ
き
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
（
１
ユ

ニ
ッ
ト
・
定
員
９
人
）
と
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
（
１
施
設
・

定
員
29
人
）
を
一
体
的
に
設
置
す

る
事
業
者
を
再
公
募
し
ま
す
。
説

明
会
へ
の
参
加
が
公
募
要
件
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。
応
募
を
希
望
す
る

か
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
応
募

資
格
な
ど
を
確
認
し
、
所
定
の
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

と
き
　

12
月
21
日
㈮
　
午
前
10
時

と
こ
ろ
　
市
役
所
５
０
３
会
議
室

申
込
み
　

12
月
６
日
㈭
か
ら
18
日

㈫
の
午
後
５
時
ま
で
に
、
出
席
者

報
告
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

り
ま
す
）
を
直
接
高
齢
者
支
援
課

高
齢
者
支
援
係
へ

問
合
せ
　
同
高
齢
者
支
援
係
（
内

線
６
４
８
）

とき　平成31年２月５日㈫～19日㈫の火・
金曜日　午後７時～９時（全５回）
ところ　渡瀬公民館
定員　20人（申し込
み多数の場合は市内
在住・在勤のかたを
優先）
内容　インターネットの基本、情報検索、
メールの演習・活用など
参加費　2,000 円（教材費など）
申込み　12月18日㈫の午後６時から７時ま
でに、同館へ
問合せ　勝

かつ

目
め

弘
ひろ

教
のり

さん（生涯学習館林市民
の会　℡080-1345-4878）、又は市生涯学習
課生涯学習係（内線2 2 4）

市
内
公
立
保
育
園
の

臨
時
保
育
士
を
募
集

パソコン教室
インターネット講座

●
自
衛
官
の
募
集

自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
自
衛
隊
群
馬
地
方
協
力
本
部
太
田
出
張
所
（
☎
45-

５
５
６
３
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

介
護
施
設
の
運
営
事
業
者

募
集
の
説
明
会
を
開
催
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つ
つ
じ
ま
つ
り
期
間
中
、
館
林

の
宝
で
あ
る
つ
つ
じ
が
岡
公
園
の

つ
つ
じ
の
魅
力
や
歴
史
に
つ
い
て
、

来
園
者
に
案
内
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

手
話
の
で
き
る
か
た
も
募
集
し
て

い
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
　
つ
つ
じ
ガ
イ

ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
事
務
局（
つ

つ
じ
が
岡
公
園
課
つ
つ
じ
保
護
係

℡
72

─

６
７
１
８
　

72

─

６
７

５
６
）
へ

※
随
時
ガ
イ
ド
に
つ
い
て
の
研
修

　
会
を
実
施
し
ま
す

　
つ
つ
じ
が
岡
公
園
の
つ
つ
じ
を

永
続
的
に
守
り
、
後
世
に
引
き
継

い
で
い
き
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん
の

入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

年
会
費

■
個
人
会
員
　
１
口
１
０
０
０
円

　
以
上

■
法
人
・
団
体
会
員
　
１
口
５
０

　
０
０
円
以
上

申
込
み
・
問
合
せ
　
同
倶
樂
部
事

務
局
（
つ
つ
じ
が
岡
公
園
課
内

℡
72

─

６
７
１
８
）
へ

入
居
資
格
　
現
在
、
住
ま
い
に
困

っ
て
い
て
、
親
族
と
入
居
す
る
予

定
の
か
た
、
又
は
単
身
の
高
齢
者

や
障
が
い
の
あ
る
か
た

入
居
可
能
日
　
平
成
31
年
４
月
１

日
㈪

申
込
み
・
問
合
せ
　
同
31
年
１
月

４
日
㈮
か
ら
18
日
㈮
ま
で
に
、
申

込
書
（
県
住
宅
供
給
公
社
館
林
支

所
及
び
館
林
土
木
事
務
所
に
あ
り

ま
す
）
を
郵
送
で
県
住
宅
供
給
公

社
（
〒
３
７
１

─

０
０
２
５
　
前

つつじまつりのスタッフを募集

期間　平成31年４月11日㈭～５月10日㈮（予定）
勤務時間　午前６時45分～午後５時15分の間
　（一日７時間）
職種・募集人数
■入園券売場　35人～40人程度
■観光案内所　１人
賃金（時給）　8 3 0円
申込み　12月３日㈪から平31年２月15日㈮
　（年末年始を除く）までに、申込書（つつじ
が岡公園総合管理事務所にあります）を直接、
又は郵送で同事務所　（〒374 - 0005　花山町
3181）へ
問合せ　つつじが岡公園課整備運営係　（同事
務所内　℡74 - 5233）
※書類選考と面接で採否を決定します。面接
　日は申込期間終了後に連絡します

橋
市
紅
雲
町
一
丁
目
７

─

12
　
住

宅
公
社
ビ
ル
２
階
　
℡
０
２
７

─

２
２
３

─

５
８
１
１
）
へ

※
詳
し
く
は
募
集
案
内
（
同
供
給

　
公
社
館
林
支
所
及
び
同
土
木
事

　
務
所
で
募
集
期
間
中
の
み
配
布
。

　
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日

　
は
県
住
宅
供
給
公
社（
前
橋
市
）

　
だ
け
の
配
布
に
な
り
ま
す
）、又

　
は
県
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム
ペ

　
ー
ジ
（http://w

w
w

.gunm
a-

　jkk.or.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い

※
市
内
県
営
住
宅
及
び
市
営
住
宅

　
は
随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け

　
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
同
供
給

　
公
社
館
林
支
所
（
℡
76

─

７
８

　
７
１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い

募
集
人
員
　

80
人
程
度

勤
務
日
時
　
平
成
31
年
２
月
中
旬

か
ら
３
月
中
旬
、
又
は
下
旬
ま
で

の
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
の

間
の
４
時
間
以
内
、
又
は
５
時
間

30
分 

（
昼
休
み
を
除
く
）

勤
務
場
所
　
館
林
税
務
署（
仲
町
）、

又
は
イ
オ
ン
モ
ー
ル
太
田　（
太
田
市
）

内
容
　
受
付
、
パ
ソ
コ
ン
入
力
作

業
及
び
書
類
整
理
な
ど

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い

申
込
み
・
問
合
せ
　
同
署
総
務
課 

（
℡
72

─

９
５
０
０
）
へ

募
集

つ
つ
じ
ま
つ
り
で

ガ
イ
ド
を
し
ま
せ
ん
か

館
林
つ
つ
じ
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ

倶
樂
部
の
会
員
を
募
集

税
務
署
の
臨
時
職
員
を

募
集
し
ま
す

田 口 会 計 事 務 所
税 理 士 　 田 口 恵 之

〒 374 － 0053　 群 馬 県 館 林 市 赤 土 町 810 － １
☎ 0276 － 73 － 5011　Fax0276 － 73 － 5013
http://taguchikaikeizimushiiyo.tkcnf.com/pc/

開業・決算・確定申告などの税金に関することなら

関東信越税理士会所属

あ な た は 大 丈 夫 ？ 　 相 続 税 の こ と 考 え て ま す か ？
悩 む 前 に ご 相 談 を ！（ 無 料 相 談 受 付 中 　 土・日・　 可 ）

E-mail:taguchi-yoshiyuki@tkcnf.or.jp

県
営
住
宅
の
入
居
者
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つ
つ
じ
が
岡
公
園
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

と
き

　
12
月
14
日
㈮
〜
平
成
31
年

１
月
27
日
㈰

　
午
後
４
時
30
分
〜

９
時

※
12
月
28
日
㈮
か
ら
平
成
31
年
１

　
月
３
日
㈭
ま
で
休
止

と
こ
ろ

　
つ
つ
じ
が
岡
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
周
辺

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト

と
き

　
12
月
22
日
㈯
〜
24
日
㉁

　

と
こ
ろ
・
内
容

　

■
つ
つ
じ
映
像
学
習
館

　
入
館
料

　
の
割
引
サ
ー
ビ
ス
な
ど

※
開
館
時
間
は
午
前
10
時
〜
午
後

　
８
時
（
入
館
は
午
後
７
時
30
分

　
ま
で
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い

■
シ
ュ
ガ
ー
ヒ
ル
カ
フ
ェ
　
午
後

　
８
時
ま
で
営
業

共
通
事
項

問
合
せ

　
つ
つ
じ
が
岡
公
園
課
整

備
運
営
係
（
℡
74

─

５
２
３
３
）

と
き

　12
月
26
日
㈬

　
午
後
２
時

〜
３
時

と
こ
ろ

　
児
童
セ
ン
タ
ー

対
象

　
市
内
在
住
の
小
学
生
〜
中

学
生
（
保
護
者
同
伴
も
可
。
市
外

在
住
の
か
た
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
）

定
員

　
30
人
（
先
着
順
）

内
容

　
ミ
ニ
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
、

静
電
気
を
利
用
し
た
工
作

参
加
費
　
無
料

申
込
み
・
問
合
せ
　
12
月
９
日
㈰

の
午
前
10
時
30
分
か
ら
、
同
セ
ン

タ
ー
（
℡
73
 -

１
５
２
２
）
へ

と
き

　12
月
16
日
㈰

　
午
前
10
時

〜
午
後
０
時
30
分

と
こ
ろ

　
茂
林
寺
裏
山（
堀
工
町
）

対
象

　
幼
稚
園
・
保
育
園
年
中
〜

小
学
３
年
生
の
児
童（
保
護
者
同
伴
）

内
容

　
も
ち
つ
き
大
会
、
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
の
活
動
紹
介

参
加
費

　
無
料

申
込
み

　
当
日
会
場
へ

問
合
せ

　
生
涯
学
習
課
青
少
年
係

　（
内
線
２
２
５
）

と
き

　12
月
13
日
㈭

　
午
後
５
時

〜
６
時

と
こ
ろ
　
東
洋
大
学
板
倉
キ
ャ
ン

パ
ス
第
２
学
生
食
堂
（
邑
楽
郡
板

倉
町
）

テ
ー
マ
　
「
冬
に
流
行
す
る
感
染

症
〜
ウ
イ
ル
ス
の
性
質
と
予
防
方

法
〜
」

講
師
　
青あ

お

木き

恵え

美み

子こ

さ
ん
（
館
林

保
健
福
祉
事
務
所
）

参
加
費

　
無
料

申
込
み

　
当
日
会
場
へ

問
合
せ
　
東
洋
大
学
板
倉
事
務
課

（
℡
82
 -

９
１
７
１
）、又
は
市
農

業
振
興
課
農
業
振
興
係
（
内
線
２

４
６
）

と
き
・
テ
ー
マ

　12
月
11
日
㈫

■
１
部
（
午
前
11
時
〜
正
午
）

　
「
21
世
紀
の
医
療
革
命
〜
ノ
ー

　
ベ
ル
賞
を
理
解
し
よ
う
〜
」

■
２
部
（
午
後
１
時
30
分
〜
２
時

　
30
分
）
「
あ
れ
？
物
忘
れ
？
〜

　
今
か
ら
始
め
る
認
知
症
予
防
〜
」

と
こ
ろ

　
東
洋
大
学
板
倉
キ
ャ
ン

パ
ス
図
書
館
（
邑
楽
郡
板
倉
町
）

申
込
み

　
当
日
会
場
へ

問
合
せ

　
東
洋
大
学
板
倉
事
務
課

（
℡
82
 -

９
１
１
９
）

と
き

　12
月
14
日
㈮
　
午
前
10
時

〜
午
後
２
時

と
こ
ろ
　
明
和
町
中
央
公
民
館（
邑

楽
郡
明
和
町
）

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

内
容
　
地
域
農
産
物
で
作
る
お
も

て
な
し
料
理
体
験

参
加
費
　
８
０
０
円

申
込
み
・
問
合
せ
　
12
月
10
日
㈪

ま
で
に
、
館
林
地
区
農
業
指
導
セ

ン
タ
ー
（
℡
74
 -

２
２
５
７
）
へ

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
を

見
に
来
ま
せ
ん
か

つ
つ
じ
が
岡
公
園
で

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す

移
動
児
童
館

静
電
気
ビ
リ
ビ
リ
実
験

き
て
知
っ
て
得
す
る

サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ

大
学
院
生
に
よ
る
特
別
授
業

サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ

とき　12月21日㈮　午後３時
～４時
ところ　市役所市民ホール
内容　館林市民オーケストラ
団員によるアンサンブルコン
サートと、男女共同参画一行
詩　（標語）の表彰式
※12月13日㈭から21日㈮まで、
　同ホールで入賞作品を展示
　します
参加費　無料
申込み　当日会場へ
問合せ　市民協働課市民協働
係（内線687）

男女共同参画
ふれあい市民コンサート 催

し
物

邑
楽
館
林
の
味
発
信
交
流
会
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※
契
約
期
間
が
12
か
月
に
満
た
な

　
い
場
合
は
補
助
の
対
象
と
な
り

　
ま
せ
ん

補
助
金
額

　

■

企
業
が
新
た
に
共
済
へ
加
入
す

　
る
新
規
共
済
契
約
者
　
月
額
掛

　
金
の
20
％

■

雇
用
し
た
従
業
員
を
追
加
で
被

　
共
済
者
と
し
た
追
加
共
済
契
約

　
者
　
月
額
掛
金
の
10
％

※
対
象
と
な
る
掛
金
月
額
の
上
限

　
は
５
０
０
０
円

申
請
先
・
問
合
せ
　

12
月
３
日
㈪

か
ら
21
日
㈮
ま
で
に
、申
請
書（
産

業
政
策
課
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
り
ま
す
）
と
必
要
書
類
を
同

工
業
振
興
係
（
内
線
２
０
４
）
へ

　
平
成
29
年
度
発
行
の
館
林
市
金

券
（
ピ
ン
ク
色
）
の
使
用
期
限
が

　
県
立
館
林
高
等
特
別
支
援
学
校

の
生
徒
が
、
コ
ー
ヒ
ー
・
紅
茶
・

ジ
ュ
ー
ス
を
無
料
で
提
供
し
ま
す
。

と
き
　

12
月
17
日
㈪
・
18
日
㈫
　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
２
時

と
こ
ろ
　
ア
ゼ
リ
ア
モ
ー
ル（
楠
町
）

内
容
　
美
術
作
品
の
展
示
、
手
作

り
製
品
の
販
売

問
合
せ
　
同
校
（
℡
71

─

１
０
０
０
）

　
多
々
良
沼
一
周
（
６
・
７
㎞
）

を
み
ん
な
で
楽
し
く
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
し
ま
せ
ん
か
。

と
き
・
と
こ
ろ
　
平
成
31
年
１
月

６
日
㈰
　
午
前
９
時
30
分
・
県
立

多
々
良
沼
公
園
松
沼
南
駐
車
場
集

合
　
午
後
０
時
30
分
解
散
（
小
雨

決
行
。
受
付
は
午
前
９
時
〜
）

コ
ー
ス

■
ウ
オ
ー
ク
＆
ス
ロ
ジ
ョ
グ
コ
ー
ス

■
エ
ン
ジ
ョ
イ
ウ
オ
ー
ク
コ
ー
ス

定
員

　
60
人
（
先
着
順
）

参
加
費

　
８
０
０
円 （
保
険
料
な
ど
）

申
込
み

　
同
31
年
１
月
４
日
㈮
ま

で
に
、
館
林
ジ
ョ
イ
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
（
℡
０
９
０-

２
４
０
５

─

７
９
２
４
） 

へ

問
合
せ
　
同
ク
ラ
ブ
、
又
は
市
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
係
（
城
沼
総

合
体
育
館
内
　
℡
74

─

２
６
１
１
）

　
従
業
員
の
福
祉
増
進
と
雇
用
安

定
の
た
め
、
中
小
企
業
退
職
金
共

済
制
度
に
加
入
し
た
企
業
に
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
　
市
内
に
事
業
所
が
あ
り
、

平
成
29
年
５
月
か
ら
同
29
年
10
月

ま
で
の
間
に
従
業
員
を
共
済
へ
加

入
さ
せ
た
中
小
企
業
者

※
医
療
法
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
、

　
対
象
外
の
業
種
が
あ
り
ま
す

迫
っ
て
い
ま
す
。
お
持
ち
の
か
た

は
、
使
用
期
限
内
に
ご
使
用
を
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
金
券
登
録

店
の
か
た
も
必
ず
換
金
期
限
内
に

換
金
し
て
く
だ
さ
い
。

使
用
期
限
　

12
月
31
日
㈪

換
金
期
限
　
平
成
31
年
２
月
28
日
㈭

問
合
せ
　
商
業
観
光
課
商
業
振
興

係
（
内
線
２
０
７
）

　
平
成
31
年
１
月
か
ら
、
ｅ

─

Ｔ

ａ
ｘ
利
用
手
続
き
が
簡
便
化
さ
れ
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
申
告

書
を
作
成
し
、
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー

ド
を
入
力
す
る
だ
け
で
ｅ

─

Ｔ
ａ

ｘ
で
申
告
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
は
税

務
署
で
発
行
を
受
け
ら
れ
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
早
め
に
取
得
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ

ー
ナ
ー
」
を
利
用
す
る
と
、
ご
自

宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら
24
時
間
い

つ
で
も
申
告
書
を
作
成
で
き
ま
す
。

な
お
、
提
出
方
法
は
ｅ

─

Ｔ
ａ
ｘ

で
送
信
か
、
印
刷
し
て
郵
送
の
い

ず
れ
か
に
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い

問
合
せ
　
館
林
税
務
署
（
℡
72
 -

４
３
７
３
）

たてばやしスキー大会に
参加しませんか

とき　平成31年１月20日㈰　午前９時・現
地集合　午後３時・現地解散（予定）
ところ　片品オ
グナほたかスキ
ー場　（利根郡片
品村）
対象　小学生以
上のかた
定員　40人（先着順）
種目　大回転競技（11種別）
参加費　1 , 0 0 0円（保険料など）
申込み・問合せ　12月10日㈪から、参加費
を添えてスポーツ振興課振興係（城沼総合
体育館内　℡74 - 2611）へ

催
し
物

新
春
ウ
オ
ー
ク
＆

ス
ロ
ジ
ョ
グ
教
室

金
券
の
使
用
期
限
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い

確
定
申
告
に
関
す
る

重
要
な
お
知
ら
せ

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

活
用
企
業
に
補
助
金
を
交
付

ス
ポ
ー
ツ

お
知
ら
せ

喫
茶
サ
ー
ビ
ス

宇
宙
（
そ
ら
）
カ
フ
ェ

●代表☎72 - 4111
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と
き
　

12
月
18
日
㈫
　
午
後
２
時

と
こ
ろ
　
文
化
会
館
３
号
室

内
容

　環
境
分
野
で
顕
著
な
功
績

が
あ
っ
た
個
人
及
び
団
体
の
顕
彰

式
と
、
受
賞
者
の
取
り
組
み
を
紹

介
す
る
事
例
発
表
会
を
行
い
ま
す

受
賞
者
（
敬
称
略
）

■

環
境
管
理
部
門
　
館
林
金
属
工

　
業
団
地
協
同
組
合

■

環
境
美
化
部
門
　
荒あ

ら

井い

芳よ
し

治じ

、

　
多
々
良
中
学
校
、
㈱
テ
ク
ノ
フ

　
ロ
ー
ワ
ン
館
林
工
場
、（
一
社
）

　
群
馬
県
浄
化
槽
協
会
館
林
支
部

■

自
然
保
護
部
門
　
内な

い

藤と
う

眞ま

里り

子こ

参
加
費
　
無
料

申
込
み

　当
日
会
場
へ

問
合
せ
　
地
球
環
境
課
環
境
政
策

係
（
内
線
４
５
１
）

　
家
屋
の
建
築
や
取
り
壊
し
な
ど

で
土
地
・
家
屋
の
利
用
状
況
が
変

わ
っ
た
と
き
は
、
住
宅
用
地
に
関

す
る
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
住
宅
の
敷
地
と
し
て
利
用
し

て
い
る
土
地
に
つ
い
て
は
、
固
定

資
産
税
の
軽
減
措
置
が
あ
り
、
税

額
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
期
限
内
に
提
出
さ
れ
な
い
と

き
は
、
来
年
度
の
課
税
に
反
映
さ

れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
　
平
成
30
年
１
月
２
日
か
ら

同
31
年
１
月
１
日
ま
で
に
、
家
屋

の
建
築
や
取
り
壊
し
な
ど
に
よ
り

用
途
・
床
面
積
・
住
居
数
に
変
更

が
あ
っ
た
か
た

※
家
屋
調
査
の
際
に
申
告
し
た
か

　
た
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

申
告
期
限
　
同
31
年
１
月
10
日
㈭

申
告
先
　
住
宅
用
地
に
関
す
る
申

告
書
（
税
務
課
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
を
直
接
、
又

は
郵
送
で
同
資
産
税
係 

（
〒
３
７

４ -

８
５
０
１
　
市
役
所
内
）
へ

問
合
せ

　同
資
産
税
係
（
内
線
６

０
９
）

　
就
業
、
自
立
を
目
指
す
ひ
と
り

親
家
庭
を
支
援
す
る
た
め
の
就
業

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き

　平
成
31
年
１
月
25
日
㈮
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ
　
市
役
所
５
０
２
会
議
室

対
象
　
母
子
家
庭
の
母
又
は
父
子

家
庭
の
父
、
母
子
・
父
子
家
庭
で

世
帯
を
同
じ
く
す
る
児
童
（
義
務

教
育
課
程
を
修
了
し
、
現
在
は
高

等
学
校
な
ど
に
通
っ
て
い
な
い
か
た
）

参
加
費
　
無
料

申
込
み
・
問
合
せ
　

12
月
20
日
㈭

ま
で
に
、
こ
ど
も
福
祉
課
子
育
て

支
援
係
　（
内
線
６
３
１
）
へ

※
相
談
時
間
は
30
分
～
１
時
間
程
度

と
き
　

12
月
26
日
㈬
　
午
後
３
時

と
こ
ろ
　
文
化
会
館
４
号
室

定
員
　

15
人
（
先
着
順
）

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

※
団
体
で
傍
聴
す
る
場
合
は
、
事

　
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

問
合
せ
　
教
育
総
務
課
総
括
係（
内

線
２
１
８
）

　
県
労
働
委
員
会
で
は
、
労
働
者

個
人
と
事
業
主
の
、
労
働
条
件
な

ど
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
解
決
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。

　
経
験
豊
か
な
あ
っ
せ
ん
員
が
両

者
の
間
に
立
っ
て
、
話
し
合
い
に

よ
る
解
決
を
目
指
し
ま
す
。

　
費
用
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。
労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
で

今年もやります！合格祈願
マンホールカード

　マンホールの特性である「落ち
ない」「滑らない」の他に、「ぽんち
ゃん」の出身地である茂林寺で合
格祈願をした「他（た）を抜き（ぬ
き）さる」マンホールカードに祈
願カードをつけて配布します。
配布期間　12月８日㈯～　午前９
時～午後４時（ただし、毎週水曜
日と12月29日㈯～１月３日㈭を除く）
配布場所　館林駅前観光案内所
配布枚数　5 0 0枚　（先着順）
※配布は一人１枚まで。事前予約 
　や郵送での取り扱いは不可
問合せ　下水道課管理係（内線4 1 2 ）

市
環
境
賞
顕
彰
式
及
び

事
例
発
表
会

労
働
委
員
会
が
雇
用
の

ト
ラ
ブ
ル
解
決
を
サ
ポ
ー
ト

教
育
委
員
会
定
例
会

ひ
と
り
親
家
庭
就
業
相
談
会

住
宅
用
地
に
関
す
る
申
告

お
困
り
の
か
た
は
、
同
委
員
会
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
電
話
で
の
相

談
も
受
け
付

け
て
お
り
ま

す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

対
象
　
県
内
事
業
所
に
勤
務
す
る

労
働
者
・
県
内
事
業
所
の
事
業
主

対
象
事
案
　
解
雇
・
雇
い
止
め
・

配
置
転
換
・
パ
ワ
ハ
ラ
・
懲
戒
処

分
な
ど
の
労
働
条
件
、
そ
の
他
労

働
問
題
に
関
す
る
紛
争

相
談
先
・
問
合
せ
　
県
労
働
委
員

会
事
務
局
（
℡
０
２
７

─

２
２
６

─

２
７
８
３
）
へ

　
法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
12
月
10
日
㈪
か

ら
16
日
㈰
ま
で
の
一
週
間
を
「
北

朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」

と
し
て
定
め
ま
し
た
。
拉
致
問
題

は
国
民
的
課
題
で
あ
り
、
こ
の
解

決
を
は
じ
め
と
す
る
北
朝
鮮
当
局

に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処

が
、
国
際
社
会
を
挙
げ
て
取
り
組

む
べ
き
課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
関
心
と
認
識

を
深
め
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。

問
合
せ
　
前
橋
地
方
法
務
局
人
権

擁
護
課
（
℡
０
２
７ 

　-

２
２
１
　-

４
４
６
６
）

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

啓
発
週
間



市民の皆さんの活動や
イベントを紹介する
コーナーです

市 民 の
ひ ろ ば
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さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　今
は
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
な

ど
で
す
ぐ
連
絡
が
で
き
る
時
代
。

手
紙
を
書
く
機
会
が
無
く
な
っ

て
い
る
の
が
残
念
だ
と
上
野
さ

ん
は
感
じ
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
文
字
は
い
っ
ぱ
い
書
か
な
く

て
い
い
ん
で
す
。
手
紙
を
送
る

相
手
の
こ
と
を
思
い
、
寄
り
添

い
、
伝
え
た
い
気
持
ち
を
漢
字

で
表
現
す
る
ん
で
す
。
情
報
が

あ
ふ
れ
て
い
る
世
の
中
で
す
が
、

た
ま
に
は
気
持
ち
を
落
ち
着
け

自
分
と
向
き
合
っ
て
、
筆
を
持

つ
時
間
を
つ
く
っ
て
み
る
の
も

い
い
で
す
よ
」
と
、
上
野
さ
ん

は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　「
筆
文
字
を
も
っ
と
自
由
に

楽
し
み
た
い
、
と
考
え
て
い
た

と
き
に
こ
の
『
紫し

芳ほ
う

の
字
手

紙
』
に
出
会
っ
た
ん
で
す
。
ぴ

ぴ
っ
！
と
き
ま
し
た
」
と
話
す

の
は
字
手
紙
に
取
り
組
ん
で
い

る
上
野
紫
楓
さ
ん
で
す
。
字
手

紙
と
は
、
は
が
き
に
、
デ
ザ
イ

ン
し
た
漢
字
一
文
字
を
薄
墨
で

大
き
く
書
き
、
濃
い
墨
で
ひ
と

言
を
添
え
る
ス
タ
イ
ル
の
手
紙

の
こ
と
で
す
。「
筆
を
持
つ
こ
と

は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
思
い
ま

す
が
、
書
道
経
験
の
な
い
人
で

も
墨
と
筆
が
あ
れ
ば
気
軽
に
始

め
ら
れ
ま
す
よ
」
と
、
多
く
の

人
に
親
し
ん
で
ほ
し
い
と
上
野

　 相手を思い、漢字一文字で気持ちを伝える

（松原一丁目）
上
うえ

野
の

紫
し

楓
ふう

さん

profile
昭和53年２月、本町二丁目に生まれる。
子どもの頃から書道に親しみ、字手紙の
指導のほか、書道の師範の資格も持つ。
アロマで日々気持ちをリラックスさせて
いる。読書や和歌にも親しむほか、時に
は息子さんたちとテニスも楽しむ。

筆
を
持
ち
字
手
紙
を
書
く

自
分
と
の
た
い
せ
つ
な
時
間

相手を思い気持ちを込めて筆を進める上野さん ( 写真
左 ) と、ありがとうの気持ちを込め、頭が下がってい
るようにデザインされた「礼」の文字（写真右）

フォトキャンバス

13 広報館林

城沼の未来のためにできること
館林の美しい沼辺文化を守る

　城沼サミットが、11月３日、市役所市民ホールで
開催されました。水ジャーナリストの橋

はし

本
もと

淳
じゅん

司
じ

さん
が、「100 年後の城沼を守るために、いま私たちがで
きること」と題して講演。市内の中学生を始めとし
た参加者は、生活と水の関わりについて知り、今日
からできる身近な環境保全を学びました。

料理の楽しさと難しさを体感
おいしく健康にやさしいレシピを学ぶ

　男の料理教室が、11月13日、保健センターで開催され
ました。14人の参加者が食生活改善推進員の指導の下で
豚のしょうが焼きやひじきの煮物などの料理に挑戦。参
加者は、「おいしく作れたので、今日学んだ料理を家庭で
も家族にふるまいたい」と笑顔で話していました。

仲間と楽しむグラウンドゴルフ
スポーツで心も体も健康に

　東部グラウンドゴルフ親善交流大会が、11月13日、東
部グラウンドゴルフ場で開催され、各地区から83人の参
加者が集まり、スコアを競い合いました。ホールインワ
ンを決めた人には大きな拍手と歓声が贈られ、参加者全
員が汗を流しながら楽しくプレイしました。

全国ご当地うどんサミットで館林が第３位
全国各地から魂の一杯が熊谷に集結

　第８回全国ご当地うどんサミットが、11月10・11日、熊
谷スポーツ文化公園で開催されました。本市からは、麺の
まち「うどんの里館林」振興会が「炙

あぶ

り牛釜玉」でエント
リーし、昨年に引き続き第３位に入賞。準備した約2300食
全てを来場者に提供しました。
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文化会館・三の丸芸術ホール
催し物ご案内＆スケジュール

文化振興課
（文化会館内　℡74 - 4111）

帝王・水木、女王・堀江、プリンス・影山が歌いまくる！
アニソンＢＩＧ３スーパーライブ2019

施設
だより
市文化施設の
催し物などを
お知らせします

施 設
だ よ り

資料館 第一資料館
（℡74 - 4111）

　旧館林藩士の岩
いわ

尾
お

貞
さだ

和
かず

は、明治維新後に警視庁の
巡査となり、明治７年（1874）の佐賀の乱、同10年
（1877）の西南戦争鎮圧のため、熊本・鹿児島の戦
闘に参戦しました。
　この鉄砲は、岩尾が鹿児島に出兵した際に所持し
ていたイギリス製のエンフィールド銃（エンヒール
銃）です。
　1 4 0年前の遠い鹿児島での戦いに、館林の人びと
が関わっていたことを物語る資料です。
館林市立資料館・明治１５０年記念特別展
「激動の時代を生き抜いた人びと～館林の明治維新～」
期間　12月９日㈰まで

西南戦争で使われた鉄砲

管打ち式鉄砲（岩尾貞和所持）

先
人
た
ち
の

　
　
　を
た
ど
っ
て

　この碑は、明治10年（1877）に起きた西南戦
争や九州での士族反乱の鎮静に出兵した館林の
戦死者を記録するために明治11年に建てられた
ものです。旧藩主秋元家の秋

あき

元
もと

興
おき

朝
とも

が篆
てん

額
がく

しま
した。碑には田山花袋の父で警視庁の巡査を務
めていた田

た

山
やま

鋿
しょう

十
じゅう

郎
ろう

を含む15人の戦死者の氏名
が記されています。

西南役戦死碑
代官町（邑楽護国神社境内）
市史編さんセンター
（℡76 - 7651）

思
い
思
い
思
い
　
　
　を
た
ど
っ
て

思
い
　
　
　を
た
ど
っ
て

思
い
　
　
　を
た
ど
っ
て

思
い
　
　
　を
た
ど
っ
て

思
い
思
い
思
い
　
　
　を
た
ど
っ
て

思
い
　
　
　を
た
ど
っ
て

思
い
　
　
　を
た
ど
っ
て

思
い
　
　
　を
た
ど
っ
て

思
い
思
い
思
い
　
　
　を
た
ど
っ
て

思
い
　
　
　を
た
ど
っ
て

思
い
　
　
　を
た
ど
っ
て

思
い
　
　
　を
た
ど
っ
て
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～いしぶみ～

とき 会場 催し物

12
月

16日㈰

ホ

TB Wind Consort
ポップスコンサート2018

23日㈷ 両毛五市吟詠剣詩舞道交流
大会

１
月

12日㈯・
13日㈰ 展 群馬県教職員組合作品展示会

12月の施設の休館日（施設名・期間・問合せ）
■図書館　28日㈮～１月４日㈮・℡74 - 2346
■第一資料館　10日㈪～21日㈮・28日㈮～１月４日㈮・℡74 - 4111
■第ニ資料館　28日㈮～１月４日㈮・℡74 - 9665
■田山花袋記念文学館　28日㈮～１月４日㈮・℡74 - 5100
■城沼総合体育館　25日㈫・28日㈮～１月４日㈮・℡74 - 2611

ホ：ホール　展：展示室（12月15日～１月14日）
※11月15日現在の情報です

とき　平成31年３月17日㈰　午後４時開演　（午後３時30分開場）
ところ　文化会館大ホール
チケット（全席指定）
■前売り券・当日券　4 , 5 0 0円
■友の会会員前売り券　4 , 3 0 0円
※未就学児の入場はご遠慮ください
販売　12月16日㈰の午前９時から、
文化会館窓口へ（電話予約は発売
日の午後１時から）
※友の会会員は12月９日㈰の午前
９時から
問合せ　文化振興課芸術文化係　（同
館内　℡74-4111 ）

15 広報館林

図書館 図書館
（℡74- 2346）

新着＆おすすめ本紹介 映画会で楽しいひとときを

お話と紙芝居の会

　読み聞かせボランティア「にじの会」が、参加されるかた
の年齢に応じて、選んだ絵本などを読み聞かせます。
とき　毎週土曜日　午後２時～２時30分（休館日を除く）

　子どもたちの幸せを願い、深い愛に生
きた画家、いわさきちひろ。魅力的な画
業の変遷を、代表作の数々で紹介します。
優しい気持ちになる１冊です。（一般書）

平凡社

ゲルゲイ・ドゥーダース／作　小林晶子／訳　
岩崎書店

　今日はクリスマス。くまくんは、友達
みんなをパーティーに招待しました。く
まくんと一緒に、クリスマスアイテムを
探しましょう。（児童書）

どこかな　あるかな　さがしてね　く
まくんのクリスマス

ちひろメモリアル　生誕1 0 0年（別冊
太陽　日本のこころ2 6 3号）

①夜間天体観望会「秋から冬の星座を探そう」
　　プラネタリウムでの星座解説と実際の空での観
　察を行います。
　とき　12月15日㈯　午後６時～８時
　※プラネタリウムでの星座解説は午後６時10分～
　　６時25分、午後６時50分～７時５分
　※雨天・曇天の場合はプラネタリウムでの星座解
　　説のみ
②公開天文台「太陽の黒点と昼間の星の観察」
　とき　12月９日㈰・23日㈷　午後１時50分～２時  
　20分　
　※雨天・曇天の場合は施設公開のみ
③サイエンスショー
　　「ふしぎな石！じしゃくの大実験」
　とき　12月16日㈰　午後１時50分～２時20分
　　　「発見！摩擦のスゴ技」
　　摩擦について、楽しく学べる実験ショーです。
　とき　平成31年１月６日㈰　午後１時50分～２時
　20分

科学館
向井千秋記念子ども科学館（℡75 - 1515）

①～④は参加費無料。②～④は大人（高校生以上）は別途入館料がかかります
※１月６日㈰は群馬県家庭の日のため入館無料

④自然学習会植物標本作品展
　　科学館年間事業「自然学
　習会」の活動成果の発表と
　して、参加者が作成した近
　隣地域に生息する野草など
　の植物標本を展示します。
　とき　12月８日㈯～平成31年２月20日㈬の開館中
⑤科学講座「ドッカーン　火山の謎にせまっちゃおう！」
　とき　平成31年１月26日㈯　午前９時30分～正午
　対象　小学生以上（小学１・２年生は保護者同伴）
　定員　24人（先着順）
　内容　噴火の仕組みや
　火山の形の違いなどを、
　実験を通して学んでい
　きます
　参加費　2 00 円（材料
　費・保険料）
　申込み・問合せ　12月22日㈯の午前９時から、同
　館　　（℡75-1515 ）へ

一般向け（いずれも午後２時～、参加費無料）

12月15日㈯ ブラック・レイン（吹替）

12月16日㈰ ブラック・レイン（字幕）

12月19日㈬ サンタクロースになった少年（字幕）

１月５日㈯
大師匠「林

はやし

家
や

正
しょう

雀
じゃく

：淀五郎」「三
み

升
ます

家
や

小
こ

勝
かつ

：抜け雀」

１月６日㈰
大師匠「古

こ

今
こん

亭
てい

志
し

ん輔
すけ

：井戸の茶碗」
「三

さん

遊
ゆう

亭
てい

歌
うた

之
の

助
すけ

：Ｂ型人間」

子ども向け（いずれも午前10時30分～、参加費無料）

12月16日㈰ ぴったんこ！ねこざかな２　※全10話

１月６日㈰ くるみ割り人形
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初級クラシックバレエサークル

問
合
せ　

奥お
く

澤ざ
わ

の
り
子こ

さ
ん
（
℡
０

８
０

─

１
１
５
６

─

７
９
５
２
）

私
た
ち
「
初
級
ク
ラ
シ
ッ

ク
バ
レ
エ
サ
ー
ク
ル
」
は
、

毎
月
第
１
・
第
３
月
曜
日

と
、
第
２
・
第
４
木
曜
日

に
六
郷
公
民
館
で
活
動
し

て
い
ま
す
。

　
普
段
行
っ
て
い
る
の
は
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
の
ス

ト
レ
ッ
チ
や
レ
ッ
ス
ン
を

通
じ
た
体
づ
く
り
。
毎
回

参
加
者
の
体
力
や
集
中
力

に
応
じ
て
メ
ニ
ュ
ー
を
変

え
て
い
る
た
め
、
一
人
ひ

と
り
が
取
り
組
み
や
す
い

方
法
で
練
習
で
き
ま
す
。

　
敷
居
の
高
い
イ
メ
ー
ジ

が
あ
る
バ
レ
エ
で
す
が
、

誰
で
も
気
軽
に
楽
し
め
ま

す
。
皆
さ
ん
の
参
加
・
見

学
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○表紙の写真

　11月18日に、市内を
着物で巡るイベントが
開催され、参加者15人
は、紅葉に染まる秋の
館林を着物姿で散策し
ました。

Tateb
ayashi  kitchen

たてばやしの

定番昼ごはん
vol 80vol 80

作り方
①コンニャクはあく抜きをする
②煮干しでだしをとる
③豆乳と大豆を合わせて、粒が残る程度にミ
　キサーにかけておく
④サラダ油でゴボウ、コンニャクの順にいた
　め、次にニンジン、ダイコンを加えていためる
⑤②のだし汁を加え、一煮立ちしたらサトイ
　モを加える
⑥火が通ったら③と白みそを加え、最後にネ
　ギを散らして出来上がり♪

材　料（４人分）
■水煮大豆
■ニンジン（いちょう切り）
■ダイコン（〃）
■サトイモ（〃）
■ゴボウ（小口、又は半月切り）
■ネギ（小口切り）
■コンニャク（１cm 角切り）
■豆乳
■白みそ
■サラダ油
■煮干し

70ｇ
1/3本
５㎝

　　　３個
1/3本
1/2本
50ｇ
50    ㏄

大さじ２と 1/4
小さじ１

適量

　大豆を水に浸し、すり潰したものを「呉
ご

」といい、呉をみそ汁に入れたものを
「呉

ご 　 じ る

汁」といいます。昔は、大豆は貴重なたんぱく源でした。呉汁はたんぱく源が
手軽にとれる大豆料理として、寒い冬にはよく作られたようです。

　　呉汁

昔から伝えられてきた食文化を、これからもたいせつ

に伝えていきたいですね♪

一人前当たり 105kcal

学校の給食

100

　熊谷で開催されたうどんサミットを取材しま
した。秋晴れの下、地域の名産やその土地の食
文化などを生かしたメニューの数々に、職人の
うどんにかける情熱を感じました。現在、You
Tube の本市公式動画チャンネルで、館林のう
どんを PR する動画を配信中です。食欲の秋。
ぜひ動画を視聴していただいて、市内うどん店
の食べ歩きをしてみませんか。（隼）


